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日本の食品安全情報をタイムリーに日本語とタイ語で解説するニュースレターです。 
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★ 今週のトピックス（日本の厚生労働省からの情報） 

1. 最近の検査命令における追加実施項目 

                          (2022 年 7 月中旬～下旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

7/19 
スペイン産 

乾燥いちじくを含む食品 
総アフラトキシン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000966173.pdf  

基準値 10 µg/kg – ppb 

7/26 

クロアチア産 

アーモンド及び乾燥いち

じくを含む食品 

総アフラトキシン 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000969315.pdf  

基準値 10 µg/kg – ppb 

※検査対象条件等詳細につきましては、参照 URL をご確認ください。  
2. モニタリング検査の追加(違反による強化または検査命令解除による引下げ：検査頻度 30％) 

                          (2022 年 7 月中旬～下旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

7/13 
バングラデシュ産 

青とうがらし 
メタミドホス 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000964039.pdf  

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

7/21 
ベトナム産 

バナナ 
ジノテフラン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000966957.pdf  

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

7/21 
メキシコ産 

マンゴー 
ペルメトリン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000966957.pdf  

基準値 0.01 mg/kg – ppm 
 
3. タイ産品の輸入違反事例                         (2022 年 7 月中旬) 

日付 品名 不適格内容 基準 検査の種類 

7/20 生鮮バナナ 
成分規格不適合 

(イミダクロプリド 0.09 ppm 及
び 0.10 ppm) (2 件) 

0.04 ppm モニタリング検査 

 
★ RASFFマンスリーレポート 

EU におけるタイ産品の違反状況                                              (2022 年 7 月中旬) 
日付 届出国 届出理由 通知タイプ 

7/19 チェコ 冷凍鶏ササミからポリリン酸塩の検出 
Information notification 

for follow-up  
★ ターメリック含有サプリメントについて（フランス食品・環境・労働衛生安全庁の情報） 

フランス食品・環境・労働衛生安全庁（ANSES）がターメリック（別称：ウコン）及びそのサプリメン

トに関する記事を報告しました。ターメリックはスパイスとして使用される植物で、消化促進、酸化

防止、抗炎症の特性のため様々なフードサプリメントに入っています。イタリアとフランスで肝炎が

いくつか報告されたことを受けて、ANSES はターメリックを含むフードサプリメントの摂取に関連し

て生じる有害影響のリスクに注目しています。ANSESのニュートリビジランス計画では、ターメリッ

クやクルクミンを含むフードサプリメントの摂取に関連する可能性がある 100 件以上の有害事象報告

（15 件の肝炎報告を含む）を受け取っています。最近の製品は従来品に比べて、ピペリンなどの他の

成分との混合や、形状の変更などによって生物学的利用能を高めるよう製造されていることが多く、

そのために有害影響が誘発される可能性があると注意を呼び掛けています。 

※詳細は下記 URL を御覧下さい。 
https://www.anses.fr/en/content/adverse-effects-associated-consumption-food-supplements-containing-turmeric   
※次号の OMIC Food Safety Newsletter No.561 の発行は、2022 年 8 月 19 日とさせて頂きます。  
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